
鈴木　CMIセンターが発足したのは2017年。ちょうどテクノロジーを活用して空間に新たな価値を生み出すクリエイターが注目を浴び始めた頃でした。
丹青社としても、従来の設計・施工だけでなく、演出も含めた空間の総合プロデュースに力を入れていた中で、事業部を横断してさまざまなメンバーを集

めて25人くらいの規模でスタートしました。

内田　私がCMIセンターに参画したのは、発足から４年後の2021年。新設された開発部門の部長として、顧客開拓や事業部の営業活動を支援すること
と、開発チームが開発に専念できる環境をつくることがミッションでした。2022年にはCMIセンターとしてのブランドコンセプトを定め、MVV（Mission 

Value Vision）や行動指針といった価値観を言語化することで、規模が拡大してきたCMIセンターとして向かうべき方向を定めていきました。

鈴木　テクノロジーが加速度的に進化していく中で、私たちは専門部隊として常にその最前線を走っている必要があります。内田さんの参画のように、組
織が大きくなり、開発やマーケティングといった部門をつくったことで、より先進的なものづくりに力を入れられるようになりました。コロナ禍によってさま

ざまなテクロノジーが一気に社会実装されたこともあり、現在は一段階上のステージにようやく来ることができたのかなと思います。

内田　多様な人材が揃っているCMIセンターは、テクノロジーとアイデア、多彩な個性と専門性を掛け合わせながら空間の可能性を追求し、人々のここ
ろを動かす感動体験を実装することを目指し日々活動しています。

 「こころが動く」を実装する専門部隊
  

CMIセンター（クロスメディアイノベーションセンター）は、
テクノロジーを駆使して空間体験の価値を最大化・最適化す
るために2017年に立ち上がった丹青社の専門チームです。
本ニュースレターでは、「“こころが動く”を実装する」をミッション
に掲げるCMIセンターの取り組みをご紹介します。

INTERVIEW
インキュベーションとイノベーションの両輪で、
空間に新たな体験価値を実装し続ける。

鈴木 朗裕（左）
CMIセンター 空間メディアプロデュース
統括部 1部 部長 兼 R&D課 課長／チーフプロデューサー

入社以来、企業の宣伝・販促分野の空間づくりに携わる。2017年
に「CMIセンター」の立ち上げに参画。メディアとしての空間とそ
こで過ごす時間の価値を生み出し、感動体験・空間価値の創造
を目指して活動中。

内田 卓哉（右）
CMIセンター 空間メディアマーケティング部 部長／
チーフプロデューサー

入社以来、幅広い分野の空間づくりに従事。現在はCMIセンター
に所属し、ブランディングとマーケティングの目線で新たな売り
物づくりやアライアンス活動を牽引しながら、空間の体験価値最
大化を目指して日々活動中。港南ラボマークスリー［Mk_3］にて撮影
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 空間への実装にこだわるCMIセンター独自の強み

内田　CMIセンターの最大の特徴であり、他にはない強みは、「インキュ
ベーション」と「イノベーション」を両輪で回していることです。つまり、新し

いテクノロジーを活用したソリューションを開発しながら、それを実際の空

間づくりまで一気通貫で実装する。そこで得た知見をまた次の研究開発に

活かす。その繰り返しによって新しい価値を生み出しています。

鈴木　センター名であるCMIには 「クロスメディアイノベーション」と同時
に、「クロスメディアインキュベーション」の意味もあるんです。空間を新しい

体験を生み出すメディアとしてとらえ、テクノロジーを掛け合わせることで新

しい価値を生み出していくというのが、私たちの考え方です。ソリューション

を生み出すだけでなく、空間づくりの現場に実装するところまでやり抜くこ

とに、立ち上げ当初からこだわり続けています。

内田　そのために組織もアップデートを続けています。例えば、開発部門を
マーケティング部門に変更し、最新の事例や技術をキャッチアップしなが

らチーム内に共有する仕組みを作りました。また、R&D（Research and Development）課も新設し、研究開発を加速させながらアライアンスを増やして

いく取り組みにも力を入れています。

鈴木　その甲斐あって、独自ソリューションも複数のラインナップを取り揃えることができました。インタラクティブ情報閲覧システム「VisualTiles®」、ピク
シーダストテクノロジーズ株式会社と共同開発した空間データプラットフォーム「FAC+（ファクタス）」、バーチャルのセレモニー空間サービス「VRセレモ

ニー」など。今後もスピードを上げて新たなソリューションを生み出していきます。

内田　若手の成長を促すための自主実践プロジェクトも継続的に続けています。昨年は「超文化祭」と銘打ち、プロジェクトの研究活動を社内外に発信
する成果発表イベントを初開催しました。（※超文化祭の様子はこちらからご覧いただけます。）

鈴木　超文化祭を開催したCMIセンターの本拠地『港南ラボ マークスリー［Mk_3］』も私たちの強みの一つです。開発したソリューションに実際に触れる
ことができますし、実装の前段階でもテストしながら改善に活かすことができます。「こんなことできますよ」だけでなく「［Mk_3］で実際にやってみましょ

うか」と言えるので、お客さまやパートナーにとっても安心感が大きいと思います。

内田　［Mk_3］はラボとスタジオを併設しているので、コロナ禍以降ニーズが高まっている配信コンテンツの制作も実践しています。［Mk_3］という物理
的な常設拠点があることで、提案の幅をより広げていけると感じています。（※［Mk_3］の詳細はこちらからご覧いただけます。）

鈴木　私たちの強みを発揮できた事例としては、「福井県立恐竜博物館（新館）」が記憶に新しいですね。
特に、化石研究を体験できるワークショップコンテンツをゼロから作り、実装まで担うことができたのはと

てもいい経験になりました。

内田　空間や演出の検証のため、大きな恐竜のモニュメントの模型を3Dプリンターで制作し、照明などの
実装も含めてVR上に再現。VRゴーグルと模型による事前検証を施主とともに実施することで、施主や関

係者の理解促進やプロジェクト推進の円滑化に貢献するなど、とてもCMIセンターらしい事例になったと

思います。

鈴木　今後も、常に変化し続けるチームとして最前線を走り続けたいと思っています。「インキュベーション」
と「イノベーション」を大きなうねりで噛み合わせ、スパイラルアップで成長していきたいですね。

そのためにも、提案できるソリューションを一つひとつ形にしていくことが、直近のミッションだと考えてい

ます。

内田　超文化祭などの取り組みを通じて、当社独自のサービス・コンテンツになりそうなソリューションの
芽がたくさん出てきました。これらを継続的に磨き込み、深堀りしていくことで、今までにない新たな切り

口で空間における体験価値をつくっていく。そして、お客さまと共創するパートナーとして、受発注の関係

を超えたプロジェクトを推進していきたいと思っています。

共創のパートナーとして最前線を走り続ける

CMIセンターの
詳細はこちら

VR上に再現したモニュメント

実際に施工したモニュメント

https://youtu.be/zFGDUomw_gw
https://mk-3.com/


■  丹⻘社について  
「こころを動かす空間づくりのプロフェッショナル」として、店舗などの商業空間、博物館などの⽂化空間、展⽰会などのイベント空間等、
⼈が⾏き交うさまざまな社会交流空間づくりの課題解決をおこなっています。調査・企画から、デザイン・設計、制作・施⼯、デジタル技術
を活かした空間演出や運営まで、空間づくりのプロセスを⼀貫してサポートしています。

社名 ： 株式会社丹⻘社
所在地： 東京都港区港南1-2-70 品川シーズンテラス19F 〒108-8220（本社）
創業 ： 1946年10⽉
資本⾦： 40億2,675万657円（2024年1⽉31⽇現在）
上場 ： 東京証券取引所プライム市場  （証券コード：9743／業種名：サービス業）
URL ： https:/ /www.tanseisha.co.jp

本ニュースレターに関するお問い合わせ・取材のご依頼
 株式会社丹⻘社  広報室 担当 :⽯綿、寺⼾
 Mail:  pr-staff@tanseisha.co.jp  Tel:  03-6455-8115

 お問い合わせフォーム：https:/ /www.tanseisha.co.jp/contact/pr
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＜ニュースリリース＞

■2024.04.03 配信
丹⻘社、築50年超の旧耐震ビルをフルリノベーションし、
100年使えるビルへ蘇らせたオフィスビルをオープン
〜2〜8階区画  ⼊居者募集を開始、2024年4⽉22⽇（⽉）〜24⽇（⽔）に内覧会を開催〜
丹⻘社は、東京都中央区⽇本橋に位置する築50年超の築古ビルを1棟フルリノベーションし、「ウィンド⼩伝⾺町」として

2024年3⽉にオープンしました。

 「ウィンド⼩伝⾺町」は、丹⻘社がこれまで培ってきた空間づくりのノウハウとネットワークを活⽤して、都⼼部にある中⼩

規模の築古ビルをより働きやすい環境のオフィスへとリノベーションし、不動産価値を向上させる事業「R2（Real -estate 

Revita l izat ion／不動産再活性化）」において⼿掛けたものです。「ビルを百年使う」をコンセプトに、既存のビルをできる

だけ⻑く使う「ストック活⽤」を推進することにより、気候変動抑制への貢献を⽬指します。

■2024.04.23 配信
丹⻘社、福岡ソフトバンクホークス グッズストアで
空間データ取得・活⽤サービス「FAC＋®」による検証を実施
〜利⽤者動向データに基づいた空間づくりの提案でスタジアムショップ特有の課題解決を⽀援〜
丹⻘社は、福岡ソフトバンクホークス株式会社（本社：福岡県福岡市／代表取締役社⻑  CEO：後藤芳光）、ファナティク

ス・ジャパン合同会社（本社：東京都港区／マネージングディレクター：川名正憲）の協⼒のもと、福岡ソフトバンクホークス

公式グッズストア「HAWKS STORE HOME」店舗内で、丹⻘社が提供する空間に関するデータ分析とデザインを掛け合

わせ、空間価値を最⼤化するサービス「FAC＋®（ファクタス）」による利⽤者動向分析を⾏い、最適な店舗運営を実現する

施策検証を⾏います。

こちらから詳細を
ご覧いただけます

直近で下記ニュースリリースを配信しました
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